
発
行
／
石
川
町
議
会

編
集
／
石
川
町
議
会
広
報

　
　
　
編
集
特
別
委
員
会

発
行
／
石
川
町
議
会

編
集
／
石
川
町
議
会
広
報

　
　
　
編
集
特
別
委
員
会

平
成
23年

平
成
23年

月月
日日

N
o.

N
o.

1212
11

167
167

石
川
町

石
川
町

平
成
2
2
年
度
決
算
認
定

「
町
政
を
問
う
」
一
般
質
問
に
4
人

補
正
予
算
を
可
決

「
一
般
会
計
3
億
3
3
3
5
万
円
な
ど
」

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
？
（
一
般
質
問
そ
の
後
は
）

「
自
治
セ
ン
タ
ー
の
課
題
は
 ほ
か」

P2P4P6P10

表
紙
写
真
／
第
15回

 当
町
地
区
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会（
当
町
 集
会
所
前
遊
園
地
）

表
紙
写
真
／
第
15回

 当
町
地
区
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会（
当
町
 集
会
所
前
遊
園
地
）

2011
定
例
会

定
例
会

99
月月
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平
成
23
年
9
月
定
例
会
は
、
9
月
29
日
か
ら
10
月
6

日
ま
で
8
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
9
月
議
会
は
決
算
議
会
の
た
め
平
成
22
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計
の
決
算
と
、
そ
の

ほ
か
の
議
案
や
陳
情
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
は
、
4
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
を

問
い
ま
し
た
。

▲完成したクローバー保育園（保育所緊急整備事業）

平成22年度　会計別決算（万円未満は四捨五入）

（水道事業会計における、資本的収支の不足分は、当年度消費税及び地方消費税資本的収支調
整額並びに当年度損益勘定留保資金で補てんしている。）

▲舗装改修工事（古舘地内）

―財政がさらに改善―
平成22年度決算認定

◆自治センター改修工事
◆工 業 用 地 造 成
◆道路整備・修繕工事
◆光ファイバーケーブル整備
◆自動車ポンプ購入
◆水路等農業施設整備
◆保育所緊急整備
◆小・中学校耐震工事
◆大震災に係る救助費
その他、さまざまな
事業に使われました。

Ｈ22主な事業

決
算
の
審
議

会    　計　    名 歳　　入 歳　　出 歳入歳出
差引額

審議
結果 賛・反

一　般　会　計 ７２億８５３２万円 ６６億８１６２万円 ６億　３７０万円 認定 全員賛成

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 １９億８９４２万円 １９億　７４３万円 ８１９９万円 認定 全員賛成
老 人 保 健 ４６１万円 ４６１万円 0 認定 全員賛成
後期高齢者医療 １億４４３５万円 １億４１５４万円 ２８１万円 認定 全員賛成
介 護 保 険 １２億７２７６万円 １２億６６９４万円 ５８２万円 認定 全員賛成
母 畑 財 産 区 １７０５万円 ２６万円 １６７９万円 認定 全員賛成
中 谷 財 産 区 ７７６万円 １７万円 ７５９万円 認定 全員賛成
土 地 開 発 事 業 ３４７１万円 ４２１万円 ３０５０万円 認定 全員賛成
簡 易 水 道 事 業 １億２９８５万円 １億２４０４万円 ５８1万円 認定 全員賛成
宅 地 造 成 事 業 ２億４８７５万円 ２億４７１８万円 １５７万円 認定 全員賛成

水道事業会計
収益的 ２億６４０９万円 １億８８７０万円 ７５３９万円

認定 全員賛成
資本的 １２１０万円 ４０６１万円 △２８５１万円

Ｑ
。
一
般
会
計
決
算
の
実
質

収
支
が
4
億
2
3
0
0
万
円

と
い
う
金
額
は
と
て
も
大
き
い
。

　
具
体
的
な
事
業
に
生
か
せ

な
か
っ
た
の
か
。

（
中
村
議
員
）

Ａ
。
例
年
は
2
億
円
程
度
の

剰
余
金
で
あ
る
が
、
今
回
は

震
災
の
影
響
で
、
年
度
末
の

事
業
が
執
行
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

（
町
長
）

Ｑ
。
財
政
調
整
基
金
な
ど
に
、

積
み
立
て
た
と
な
れ
ば
理
解

も
で
き
る
が
。（

中
村
議
員
）

Ａ
。
4
億
2
3
0
0
万
円
の

う
ち
、
1
億
3
0
0
0
万
円

は
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き

基
金
の
繰
入
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
実
質
的
に
は
2
億

9
3
0
0
万
円
程
の
繰
越
し

に
な
り
ま
す
。　
（
町
長
）
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代
表
監
査
委
員上

村
善
榮

　
　
監
査
委
員
（
議
員
）

永
沼
一
夫

『
審
査
結
果
』

平
成
22
年
度
決
算
審
査
は
、

水
道
事
業
会
計
を
2
日
間
、

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
な

ど
を
9
日
間
審
査
し
た
結
果
、

い
ず
れ
も
適
正
に
処
理
さ
れ

て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
予
算
の
流
用
及
び

充
当
は
止
む
を
得
な
い
も
の

が
大
部
分
で
す
が
、
計
画
的

か
つ
適
正
な
予
算
執
行
を
お

願
い
し
ま
す
。

『
審
査
意
見
』

大
震
災
と
原
発
事
故
の
影

響
に
よ
り
地
域
経
済
は
大
変

厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と

考
え
ら
れ
、
各
会
計
と
も
、

徴
収
事
務
は
困
難
を
伴
い
ま

経
常
収
支
比
率
78
・
3
％

　
町
の
財
政
状
況
は
、
平
成

22
年
度
の
経
常
収
支
比
率
は
、

前
年
度
の
83
・
4
％
か
ら

78
・
3
％
と
改
善
さ
れ
、
財

政
構
造
の
弾
力
性
を
見
る
う

え
で
目
安
と
さ
れ
る
80
％
を

よ
う
や
く
下
回
り
、
妥
当
な

範
囲
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
公
共
団
体
財
政
健
全

化
法
に
基
づ
く
平
成
22
年
度

健
全
化
判
断
比
率
は
、
実
質

公
債
費
率
が
15
・
0
％
、
将

来
負
担
比
率
が
63
・
3
％
で
、

財
政
指
数
が
よ
り
改
善
さ
れ

ま
し
た
。

す
が
、
滞
納
者
の
実
態
を
的

確
に
把
握
し
、
適
切
な
滞
納

整
理
を
行
い
、
収
入
未
済
額

の
圧
縮
に
一
層
の
努
力
を
望

み
ま
す
。

今
後
も
、
集
中
改
革
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、
財
政
の
健
全

化
に
向
け
て
さ
ら
な
る
努
力

を
求
め
ま
す
。

健 全 化 判 断 比 率

＊①実質公債費比率＝元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模を基本とした額
に対する比率。
　②将来負担比率＝将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額に
対する比率。
　③経常収支比率＝一般財源のうち、人件費、扶助費、公債費などの経常経費が占
める割合を表す指標。

区　　分 平　成
２０年度

平　成
21年度

平　成
22年度

①実質公債費
　比　　　率

（3年間平均）
２０．５％ 17.9％

15.0％
（起債の許可が必要18.0％）

（早期健全化基準25.0％）

②将 来 負 担
　比　　　率 ９０．８％ 81.0％ 63.3％

（早期健全化基準350.0％）

③経 常 収 支
　比　　　率 ８４．０％ 83.4％ 78.3％

（弾力性の目安８０％未満）

決
算
審
査
報
告
よ
り

一般会計決算の内訳

町税
22.4％
町税
22.4％

自主財源
37.2％
自主財源
37.2％依存財源

62.8％
依存財源
62.8％

総務費
19.4％
総務費
19.4％

民生費
29.0％
民生費
29.0％土木費

5.5％
土木費
5.5％

衛生費
8.8％
衛生費
8.8％

教育費
13.6％
教育費
13.6％

公債費
9.3％
公債費
9.3％

繰入金・使用料
貸付金収入など
4.0％

繰入金・使用料
貸付金収入など
4.0％

繰越金
7.8％
繰越金
7.8％

地方消費税交付金2.3％地方消費税交付金2.3％

地方譲与税
1.7％

地方譲与税
1.7％

地方交付税
35.5％
地方交付税
35.5％

国庫支出金
9.6％

国庫支出金
9.6％

借入金（町債）6.5％借入金（町債）6.5％ その他依存財源1.1％その他依存財源1.1％

歳入
72億8532万円

歳出
66億8162万円

農林水産費4.7％農林水産費4.7％

商工費
2.7％
商工費
2.7％

県支出金
6.1％
県支出金
6.1％

その他 1.5％その他 1.5％

消防費
5.5％
消防費
5.5％

分担金及び負担金3.0％分担金及び負担金3.0％

まちの家計を徹底チェック！！まちの家計を徹底チェック！！
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一般会計補正予算3億3335万円を可決
一部損壊住宅補修に補助金・議員報酬5%削減を継続など

　
9
月
定
例
会
で
は
決
算
の
ほ
か
、
条
例
の
改
正

が
3
件
、
補
正
予
算
が
5
件
、
陳
情
が
2
件
、
契

約
の
締
結
が
1
件
、
教
育
委
員
の
任
命
が
1
件
、

議
員
発
議
3
件
な
ど
を
審
議
し
、
全
会
一
致
で
可

決
・
採
択
・
同
意
・
決
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

審　　　議　　　内　　　容 採決 賛・反
＜補正＞平成２３年度一般会計補正予算（第４号）
　・一部損壊住宅補修事業　・小中学校等表土除去
　・震災関係農業振興事業　・風評被害観光物産支援
　・子ども手当（減額）　など

３億３３３５万円 可決 全員
賛成

＜補正＞国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　・繰越金を国保税軽減に充当
　・後期高齢者支援金　・国庫支出金返還金　など

５１４６万円 可決 全員
賛成

＜補正＞介護保険特別会計補正予算（第２号）
　・介護給付費準備積立金
　・被災者に対する介護サービス給付費還付金

５７５０万円 可決 全員
賛成

＜補正＞簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）
　赤羽浄水場の消耗部品交換など １１０万円 可決 全員

賛成
＜補正＞水道事業会計補正予算（第１号）
　震災による修繕や、石綿管布設替工事業務委託、
　ろ材置場整備費など

８８９万円 可決 全員
賛成

＜条例＞税条例等の一部改正
　税制改正による不申告過料の引き上げほか 可決 全員

賛成
＜条例＞平成２３年３月１１日東北地方太平洋沖地震による被災者に対する
国民健康保険税に関する条例の一部改正
　先の国民健康保険税減免に加え、個人住民税と固定資産税の減免を行う

可決 全員
賛成

＜条例＞災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正
　災害弔慰金を支給に関する法律の一部改正による 可決 全員

賛成

金融機関の指定
　10月から指定金融機関が東邦銀行から須賀川信用金庫に 可決 全員

賛成

＜人事＞教育委員会委員の任命
　任期満了になる高原榮征教育長を引き続き任命するため 同意 全員

賛成
＜契約＞石川中学校校舎（Ｂ・Ｃ棟）耐震補強・大規模改造
　　　　工事請負変更契約
　地震により改善が必要な箇所などを工事に追加する

可決 全員
賛成

＜発議＞議会議員の報酬の特例に関する条例
　石川町議会議員の報酬を平成２７年８月まで５％削減する 可決 全員

賛成

＜発議＞議会議員費用弁償の特例に関する条例
　石川町議会議員の費用弁償を平成２７年９月１４日まで支給しない 可決 全員

賛成

＜発議＞議会広報編集特別委員会の設置
　議会だよりを発行するため、広報編集特別委員会を設置 可決 全員

賛成

＜陳情＞町道２０１４号線の整備に関する陳情
　陳情者　曲木区長、相田定市 採択 全員

賛成

＜陳情＞飛鳥川改修に関する陳情
　陳情者　谷沢区長、添田健一 採択 全員

賛成
閉会中の継続調査申出書
　総務産業建設常任委員会、文教厚生常任委員会、議会運営委員会が議会閉
　会中に調査活動する申出

決定 全員
賛成

議員派遣
　県町村議会議長会主催議員研修と石川地方町村議会議長会主催議員研修に
　出席

決定 全員
賛成

▲校庭表土改善工事を待つ
（石川小）

▲台風災害復旧工事
（板橋字坊屋敷）
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Q
　
広
報
無
線
で
、
聞
き
取

り
に
く
い
地
区
が
あ
る
。
も

う
一
度
調
査
し
、
対
策
を
。

A
　
ス
ピ
ー
カ
ー
の
数
を
増

や
せ
ば
、
音
が
ぶ
つ
か
り
、

近
い
人
は
う
る
さ
く
、
遠
い

人
は
聞
こ
え
な
い
な
ど
む
ず

か
し
く
、
さ
ら
に
検
討
し
ま

す
。

Q
　
レ
ー
ク
サ
イ
ド
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
の
営
業
方
針
は
。

A
　
赤
字
分
を
少
な
く
す
る

た
め
、
収
益
性
の
高
い
メ

ニ
ュ
ー
に
し
て
い
ま
す
。

Q
　
他
の
食
堂
と
変
わ
ら
な

い
。
う
ま
い
物
と
か
工
夫
が

ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開
催
し
、

高
齢
者
等
へ
の
話
し
相
手
の

育
成
と
組
織
化
を
図
り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
し
、
県
か
ら
の
補
助
金

1
3
0
万
円
を
活
用
す
る
事

業
で
す
。

質
問
　
要
援
護
者
支
援
シ
ス

テ
ム
の
目
的
と
内
容
は
。

答
弁
　
現
在
、
災
害
発
生
時

に
、
要
援
護
者
の
避
難
の
手

助
け
を
し
て
く
れ
る
支
援
者

や
避
難
場
所
等
を
記
載
し
た

災
害
時
要
援
護
者
支
援
プ
ラ

ン
個
別
計
画
が
、
紙
の
台
帳

で
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
情
報
を
、
地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
よ
り
、

パ
ソ
コ
ン
上
で
要
援
護
者
や

支
援
者
の
位
置
や
避
難
場
所

へ
の
ル
ー
ト
な
ど
、
緊
急
時

の
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
情
報

を
活
用
す
れ
ば
、
水
害
で
浸

水
す
る
エ
リ
ア
に
要
援
護
者

が
何
人
い
る
の
か
や
安
否
確

認
、
見
守
り
活
動
等
の
情
報

収
集
に
も
有
効
に
活
用
で
き

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
こ
れ
も
県
の
補
助
事
業
で

あ
り
、
機
器
を
含
め
た
シ
ス

テ
ム
購
入
費
は
5
0
0
万
円

で
す
。

質
問
　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

と
つ
な
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

答
弁
　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
ア
イ
ネ
ッ
ト
と
は
連
結
し

て
い
な
い
が
、
民
生
児
童
委

員
か
ら
の
情
報
や
支
援
記
録

等
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て

平
常
時
に
も
活
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

必
要
。

A
　
さ
ら
に
検
討
し
ま
す
。

Q
　
道
の
駅
の
取
り
組
み
は
。

A
　
今
は
放
射
能
の
風
評
被

害
対
策
に
全
力
で
取
り
組
み
、

今
後
、
議
論
し
て
い
き
ま
す
。

Q
　
民
間
宅
地
支
援
事
業
と

は
。

A
　
住
宅
政
策
と
し
て
、
民

間
の
行
う
宅
地
造
成
に
対
し

て
支
援
す
る
も
の
で
す
。

Q
　
水
道
で
あ
た
ら
し
い
取

水
口
の
検
討
は
。

A
　
平
成
20
年
度
か
ら
、
平

田
川
、
北
須
川
の
水
量
、
水

質
調
査
を
行
い
、
検
討
し
て

い
ま
す
。

質
問
　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
の
目
的
と
事
業
内
容
と

は
。

答
弁
　
今
回
の
大
震
災
で
は
、

避
難
所
で
の
高
齢
者
等
の

話
を
聞
い
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
等
が
日
常

の
生
活
の
中
で
、
話
を
聞
い

て
も
ら
え
る
こ
と
で
、
心
の

安
ら
ぎ
や
精
神
の
安
定
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
50
人
程
度
を
対
象
に
ボ
ラ

総

務

産

業

建

設

文

教

厚

生

　

　

民
間
宅
地
支
援
事
業
の
内
容
は

地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
助
成
事
業
と
は

民
間
が
行
う
宅
地
造
成
を
支
援
し
ま
す

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
災
害
時
に

助
け
が
必
要
な
方
が
対
象

Q

Q

A

A

常任委員会審査　　　　紙上中継

▲台風で冠水した飛鳥川を視察（総務産業運設常任委員会）
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答
弁
　
影
響
が
あ
る
と
の
判

断
で
、
土
木
事
務
所
に
状
況

説
明
を
し
た
。

質
問　

台
風
に
よ
る
被
害
状

況
の
視
察
は
行
っ
た
の
か
。

答
弁
　
沢
田
地
域
や
北
町
、

小
・
中
学
校
前
な
ど
重
点
的

に
視
察
し
た
。

質
問　

王
子
平
、
和
久
地
内

は
以
前
に
も
道
路
の
冠
水
が

あ
り
、
今
回
は
家
屋
の
浸
水

に
ま
で
及
ん
だ
。
今
後
ど
う

す
る
の
か
。

答
弁
　
整
備
に
つ
い
て
は
、

近
々
県
と
の
打
ち
合
わ
せ
が

あ
る
の
で
申
し
上
げ
た
い
。

質
問
　
急
激
な
水
位
上
昇
は

ダ
ム
の
放
流
が
原
因
で
は
。

答
弁
　
ダ
ム
の
排
水
機
能
は

毎
秒
6
ト
ン
。
流
入
量
が
多

い
場
合
に
は
自
然
越
流
と

な
っ
て
し
ま
う
。

質
問　

川
の
堆
積
土
砂
も
、

水
害
の
原
因
の
一
つ
と
考
え

る
が
、
そ
の
認
識
は
。

質
問
　
土
砂
撤
去
は
防
災
と

景
観
整
備
を
伴
う
有
効
な
方

法
。
捨
て
場
と
な
る
町
有
地

が
あ
る
な
ら
、
町
内
全
河
川

を
対
象
に
、
年
次
計
画
を
立

て
着
手
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　
町
で
勝
手
に
で
き
な

い
の
で
、
ダ
ム
改
良
工
事
に

合
わ
せ
て
、
県
に
対
し
強
く

要
請
を
し
て
い
く
。

質
問　

早
く
進
め
る
の
か
。

答
弁
　
そ
う
で
あ
る
。

【
提
案
1
】
道
路
の
冠
水
に

つ
い
て
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
構
築
物
で
遮
水
を
。

【
提
案
2
】
排
水
路
・
用
水

路
は
下
流
に
向
か
っ
て
鋭
角

に
す
る
改
良
を
し
、
排
水
不

良
の
場
合
は
遮
水
板
に
よ
る

逆
流
防
止
と
、
排
水
ポ
ン
プ

の
準
備
の
考
え
を
。

【
提
案
3
】
土
の
う
袋
や
砂

な
ど
防
災
備
品
は
各
行
政
区

ご
と
に
備
え
つ
け
を
。

要
望　

避
難
場
所
の
設
定
は
、

各
行
政
区
と
の
連
携
を
密
に

し
、
橋
の
冠
水
を
想
定
し
、

危
険
の
な
い
よ
う
誘
導
等
を

実
施
し
、
行
政
判
断
を
的
確

に
し
て
ほ
し
い
。

質
問　

風
評
被
害
へ
の
新
た

な
産
業
支
援
は
。

答
弁
　
ホ
テ
ル
や
旅
館
へ
一

人
千
円
、
計
二
千
七
百
万
円

（
二
万
七
千
人
分
）
を
支
援

す
る
。

質
問　

中
長
期
的
支
援
策
は
。

答
弁
　
土
壌
や
食
品
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
強
化
、
農
地
と

森
林
の
除
染
等
、
第
五
次
総

合
計
画
に
復
興
計
画
と
し
て

取
り
入
れ
た
い
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
物
産
品
の
販
売
促

進
の
た
め
、
町
の
推
奨
品
と

し
て
安
心
シ
ー
ル
を
活
用
し
、

拡
大
に
努
め
た
い
。

質
問　

生
活
や
健
康
に
お
け

る
除
染
は
、
遅
れ
て
い
る
と

認
識
し
早
期
対
処
を
。

答
弁
　
小
中
学
校
の
校
庭
や

公
園
の
表
土
入
れ
替
え
と
、

各
行
政
区
に
助
成
金
を
出
し

側
溝
や
通
学
路
を
除
染
す
る
。

要
望　

表
土
の
入
れ
替
え
は
、

1
セ
ン
チ
と
言
わ
ず
多
め
に

す
れ
ば
安
心
感
が
出
る
。

質
問　

除
染
に
よ
る
汚
泥
等

廃
棄
物
の
仮
置
き
場
と
な
る

ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
脇
の
空

き
地
の
管
理
は
、
万
全
に
し

な
け
れ
ば
総
合
運
動
公
園
自

体
の
機
能
も
失
わ
れ
る
。

答
弁
　
し
っ
か
り
と
管
理
す

る
。

要
望　

健
康
不
安
の
ど
真
ん

中
に
い
る
の
が
子
ど
も
た
ち

と
妊
婦
で
あ
り
、
必
要
な

検
査
を
早
期
に
進
め
る
な
ど
、

助
成
策
等
の
対
応
を
望
む
。

遠藤　貢蔵議員

▲台風15号で冠水した道路と田（字下ノ内地内）

A防
災・整
備
計
画
が
あ
っ
て
こ
そ
都
市
計
画

被
災
箇
所
の
原
因
究
明
と
道
路
、施
設
改
良
を
考
え
る

一
般
質
問

Q

Q
　
原
発
事
故
へ
の
対
応
は

　
　
半
ば
恒
久
的
な
考
え
を

A
　
計
画
を
持
っ
て

　
　
対
応
に
あ
た
る
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質
問　

子
ど
も
た
ち
の
被
ば

く
低
減
策
は
。

答
弁
　
保
育
所
、
児
童
館
は

1
日
1
時
間
を
目
安
に
屋
外

活
動
を
実
施
。
さ
ら
に
、
高

圧
洗
浄
機
や
泥
落
と
し
マ
ッ

ト
、
エ
ア
コ
ン
を
設
置
。
園

庭
の
表
土
改
善
も
行
い
ま
し

た
。

　
今
後
も
、
学
校
を
含
め

て
、
手
洗
い
や
う
が
い
の
励

行
、
側
溝
の
水
た
ま
り
の
徐

染
、
帰
宅
時
の
靴
の
泥
落
と

し
な
ど
指
導
し
ま
す
。

質
問　

児
童
館
、
保
育
所
で

の
園
庭
表
土
掘
削
1
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
根
拠
は
。

答
弁
　
事
前
調
査
の
結
果
で
、

1
セ
ン
チ
と
し
ま
し
た
。

質
問　

子
ど
も
の
環
境
は

も
っ
と
低
く
抑
え
て
も
良
い

と
思
う
が
。
こ
れ
か
ら
行
う

学
校
の
表
土
対
策
の
考
え
は
。

答
弁
　
1
時
間
当
た
り
0
・

19
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以

下
に
抑
え
ま
す
。

質
問　

学
校
の
校
舎
周
辺
の

除
染
は
し
た
が
、
保
育
施
設

は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁
　
側
溝
、
遊
具
の
清
掃

は
行
っ
た
が
、
園
舎
は
行
っ

て
い
な
い
。

質
問　

給
食
へ
の
対
応
は
。

答
弁
　
保
育
所
は
、
町
内
で

市
販
さ
れ
て
い
る
食
材
を
購

入
し
、
学
校
は
主
食
の
米
や

粉
は
学
校
給
食
会
を
通
し
使

用
。
副
食
の
肉
や
野
菜
は
町

内
業
者
が
検
査
済
の
食
材
を

納
入
し
て
い
ま
す
。

質
問　

子
ど
も
の
健
康
管
理

は
。

答
弁
　
学
校
検
診
も
含
め
て
、

県
の
指
導
を
得
て
行
い
ま
す
。

質
問
　
子
ど
も
の
対
策
は
や

り
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
町

長
の
考
え
は
。

答
弁
　
子
ど
も
の
対
応
は
真

剣
に
取
り
組
み
ま
す
。

質
問　

町
民
の
内
部
被
ば
く

軽
減
策
は
。

答
弁
　
市
販
食
品
や
水
道
水

は
心
配
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

質
問
　
野
生
の
き
の
こ
が
摂

取
制
限
で
あ
り
、
自
家
作

物
も
放
射
性
物
質
含
ん
で
い

ま
す
。
調
理
方
法
、
吸
収
し

に
く
く
す
る
方
法
や
早
く
排

出
さ
せ
る
方
法
な
ど
研
究
し
、

指
導
し
て
欲
し
い
。

答
弁
　
今
後
、
検
討
し
ま
す
。

質
問　

町
民
の
健
康
調
査
は
。

答
弁
　
県
は
、
基
本
調
査
と

18
歳
以
下
の
方
の
甲
状
腺
検

査
、
19
歳
以
上
の
方
の
既
存

の
健
康
診
断
で
、
妊
産
婦
検

査
も
実
施
し
ま
す
。

質
問　

尿
検
査
や
ホ
ー
ル
ボ

デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
の
検

査
の
考
え
は
。

答
弁
　
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ

ン
タ
ー
は
検
討
し
ま
す
。
尿

検
査
の
予
定
は
な
い
。

質
問　

農
作
物
の
検
査

体
制
は
。

答
弁
　
県
で
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
実
施
し
、
町
も

放
射
能
測
定
器
を
購
入

し
、
10
月
か
ら
検
査
体

制
を
確
立
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
米
の
検
査
は

大
字
単
位
に
行
い
ま
す
。

質
問　

国
県
等
の
検
査

機
関
誘
致
の
考
え
は
。

答
弁
　
誘
致
を
要
請
し

ま
す
。

質
問　

企
業
や
商
工
業
、
観

光
業
へ
の
支
援
は
。

答
弁
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
発
売
や
融
資
制
度
の
信
用

保
証
料
の
一
部
助
成
、
温
泉

旅
館
利
用
者
へ
の
助
成
を
行

い
ま
す
。

質
問　

専
門
部
署
の
設
置
は
。

答
弁
　
今
の
と
こ
ろ
、
現
体

制
で
行
い
ま
す
。

質
問　

新
し
く
長
期
的
な
課

題
で
あ
り
、
人
員
増
を
し
て

も
、
対
応
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
弁
　
そ
の
時
に
再
考
し
ま

す
。

質
問　

県
道
い
わ
き
石
川
線

の
復
旧
の
見
通
し
は
。

答
弁
　
９
月
20
日
に
仮
復
旧

し
、
本
復
旧
に
向
け
て
検
討

し
て
い
ま
す
。

　
町
に
と
っ
て
、
大
事
な
道

路
で
あ
り
、
い
わ
き
市
長
と

要
請
活
動
を
行
い
ま
す
。

質
問
　
小
集
落
へ
の
生
活
道

路
改
善
策
は
。
町
で
調
査
し
、

対
策
を
。

答
弁
　
地
域
整
備
事
業
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
調
査
し
、
対
策
し
て

い
き
た
い
。

質
問
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

成
で
町
民
の
意
見
反
映
は
。

答
弁
　
地
区
説
明
会
を
開
催

し
、
意
見
を
伺
い
ま
す
。

質
問　

災
害
時
の
避
難
橋
、

避
難
道
の
確
保
は

答
弁
　
安
全
に
避
難
で
き
る

よ
う
に
周
知
し
ま
す
。

渡
邊
　
實
議
員

Q
A
子どもの対策はやりすぎることはない、被ばく低減対策を

町として、真剣に取り組む

一
般
質
問

Q
　
小
集
落
へ
の
生
活
道

　
　
の
整
備
を

A
　
調
査
し
、
対
策
す
る

Q
　
災
害
時
の
避
難
橋
・

　
　
道
の
確
保
は

A
　
地
区
説
明
会
を
開
催
し
、

　
　
意
見
を
聞
く

▲保育所表土除染作業（野木沢保育所）
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増
加
に
よ
る
財
政
圧
迫
、
労

働
人
口
減
に
よ
る
地
域
経
済

の
活
力
低
下
、
地
域
社
会
の

衰
退
が
懸
念
さ
れ
る
。
年
少

人
口
対
策
と
し
て
15
歳
ま
で

の
医
療
費
の
無
料
化
、
子
育

て
支
援
策
の
推
進
な
ど
少
子

質
問　

昨
年
の
出
生
者
数
は

1
1
0
人
、
平
成
元
年
は

2
5
0
人
、
来
年
の
石
川
小

学
校
の
入
学
予
定
児
童
は
48

人
、
平
成
元
年
の
入
学
児
童

は
1
2
9
人
だ
っ
た
。

　

石
川
町
の
将
来
を
支
え
る

子
ど
も
た
ち
の
減
少
に
大
き

な
危
機
を
感
じ
る
。
子
ど
も

の
減
少
は
真
剣
に
取
り
組
む

こ
と
が
課
題
だ
。
年
少
人
口
、

生
産
年
齢
人
口
、
老
年
人
口

の
将
来
予
測
と
、
町
の
財
政
、

経
済
、
町
民
生
活
へ
の
影
響

は
。

　

ま
た
、
自
立
し
た
基
礎
自

治
体
、
地
域
社
会
と
し
て

存
続
す
る
た
め
の
年
少
人
口
、

生
産
年
齢
人
口
、
老
年
人
口

別
政
策
を
伺
う
。

答
弁
　
人
口
減
少
に
よ
る
税

収
減
と
社
会
保
障
関
係
費
の

化
対
策
と
、
放
射
線
被
ば
く

低
減
対
策
を
進
め
て
い
る
。

　
生
産
年
齢
人
口
対
策
と
し

て
は
産
業
の
振
興
や
企
業
誘

致
に
よ
る
就
労
の
場
の
確
保

に
よ
る
人
口
流
出
の
抑
制
を

考
え
て
い
る
が
、
原
発
事
故

に
よ
る
第
一
次
産
業
等
の
対

策
も
必
要
で
あ
る
。
老
年
人

口
対
策
は
健
康
増
進
施
策
と

相
互
扶
助
の
地
域
社
会
づ
く

り
の
自
治
セ
ン
タ
ー
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。

質
問　

若
い
人
が
住
む
に
は

労
働
や
子
育
て
、
住
宅
の
問

題
が
あ
る
。

答
弁
　
子
育
て
家
庭
を
優
先

す
る
住
宅
も
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

質
問　

災
害
に
強
い
自
然
環

境
を
福
祉
、
医
療
、
教
育
、

子
育
て
、
住
み
よ
い
生
活
環

境
、
地
域
産
業
の
育
成
な
ど

の
具
体
的
施
策
に
生
か
す
努

力
は
し
て
き
た
の
か
。
災
害

に
強
い
町
と
言
っ
て
い
る
だ

け
で
、
人
が
住
み
、
企
業
が

来
る
と
は
思
え
な
い
。

　

地
理
的
条
件
を
生
か
し
た

具
体
的
な
企
業
誘
致
、
安
心

し
て
生
活
の
で
き
る
環
境
を

生
か
し
た
定
住
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁
　
原
発
事
故
で
企
業
誘

致
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。
国
の
原
発

災
害
か
ら
の
復
興
支
援
と
県

の
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
示
さ
れ

る
医
療
産
業
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
も
視
野

に
被
害
状
況
や
放
射
線
量
の

数
値
な
ど
、
地
理
的
条
件
と

安
全
性
を
訴
え
誘
致
活
動
を

展
開
す
る
。
若
年
層
を
中
心

に
定
住
を
促
進
す
る
に
は
地

域
の
優
位
性
を
生
か
し
た
住

宅
政
策
が
重
要
と
認
識
す
る
。

　
町
有
地
の
有
効
活
用
や
分

譲
宅
地
の
開
発
を
行
う
民
間

へ
の
支
援
な
ど
定
住
促
進
に

努
め
る
。

質
問　

豪
雨
な
ど
、
自
然
災

害
が
全
国
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
て
い
る
。
温
暖
化

な
ど
、
異
常
気
象
は
地
球
上

の
あ
ち
こ
ち
で
災
害
を
も
た

ら
し
、
想
定
外
が
通
用
し
な

く
な
っ
て
い
る
。
台
風
15
号

に
よ
る
長
郷
田
地
内
の
冠
水

は
対
策
を
要
す
る
。

　

河
川
の
氾
濫
や
崖
崩
れ
な

ど
の
災
害
か
ら
町
民
の
安
全

と
生
活
を
守
る
対
策
、
危
険

箇
所
の
要
因
を
取
り
除
く
具

体
的
な
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
弁
　
地
形
の
特
性
上
、
急

傾
斜
や
土
石
流
、
地
滑
り
な

ど
の
所
が
多
く
、
周
知
や
防

災
訓
練
な
ど
、
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
る
。
ハ
ー
ド
整
備

に
よ
る
減
災
も
年
次
計
画
の

中
で
対
応
し
て
い
く
。
今
回

の
台
風
の
災
害
で
過
去
に
も

被
災
し
た
箇
所
は
原
因
を
究

明
し
、
復
旧
し
た
い
。

　
日
頃
の
管
理
が
重
要
な
の

で
、
地
域
住
民
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
災
害
の
少
な
い
町

づ
く
り
を
目
指
す
。

中村孝太郎議員

▲子どもが石川町の未来をつくる（石川小運動会）

A
若
い
人
が
住
め
る
住
宅
政
策
を

子
育
て
優
先
の
住
宅
が
必
要

一
般
質
問

Q
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質
問　

保
育
施
設
、
教
育
施

設
で
の
放
射
線
量
低
減
化
対

策
を
ど
う
す
る
か
伺
う
。

答
弁
　
高
圧
洗
浄
機
に
よ
る

除
染
や
、
屋
外
か
ら
放
射
性

物
質
の
侵
入
を
抑
制
す
る
た

め
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
、
屋

外
活
動
で
の
被
ば
く
量
低
減

の
た
め
園
庭
等
の
土
壌
改
善

工
事
を
し
ま
し
た
。

　
表
土
を
1
セ
ン
チ
は
ぎ
、

禿
山
温
泉
の
地
表
面
を
除
い

た
山
砂
を
検
査
し
て
、
表
土

の
盛
土
に
使
用
し
ま
し
た
。

　
小
・
中
学
校
の
表
土
は
天

地
入
れ
替
え
を
考
え
て
い
る
。

質
問
　
地
域
で
の
低
減
化
対

策
を
伺
う
。

答
弁
　
11
月
か
ら
来
年
2
月

ま
で
の
間
に
放
射
線
量
低
減

化
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
行
政
区
ご
と
に
50
万
円
の

補
助
で
空
間
線
量
計
や
高
圧

洗
浄
機
等
が
購
入
で
き
、
地

域
で
通
学
路
や
側
溝
な
ど
の

放
射
線
量
を
測
定
し
、
空
間

線
量
の
高
い
箇
所
の
清
掃
や

草
刈
り
な
ど
の
除
染
を
行
い

ま
す
。

質
問
　
そ
れ
ら
の
処
分
法
は
。

答
弁
　
草
は
集
め
て
通
常
の

焼
却
処
分
可
能
と
環
境
省
の

検
査
結
果
が
で
ま
し
た
。
土

砂
や
は
ぎ
取
っ
た
表
土
は
土

の
う
袋
に
入
れ
、
総
合
運
動

公
園
の
瓦が

れ
き礫
置
場
で
管
理
し

て
い
ま
す
。

質
問　

瓦が
れ
き礫
置
場
の
放
射
線

量
は
。

答
弁
　
6
月
に
文

部
科
学
省
で
検
査

し
、
そ
の
後
町

で
定
期
的
に
検
査

し
て
お
り
1
～
2

メ
ー
ト
ル
の
所
で

通
常
値
で
す
。

質
問　

食
品
放
射

能
検
査
を
ど
う
す

る
か
伺
う
。

答
弁
　
県
で
実
施

し
て
い
る
他
に
町

独
自
で
も
測
定
機

器
を
購
入
し
、
一

検
体
2
千
円
で
10

月
か
ら
農
産
物
等
の
放
射
性

物
質
の
検
査
が
で
き
ま
す
。

質
問　

汚
染
さ
れ
た
食
品
を
、

自
家
生
産
消
費
す
る
の
に
も

こ
の
検
査
料
で
は
高
い
と
思

わ
れ
る
が
ど
う
か
。

答
弁
　
他
所
と
比
べ
一
番
安

い
と
考
え
る
。
産
業
支
援
対

策
会
議
の
了
解
を
得
ま
し
た
。

質
問
　
農
地
の
土
壌
調
査
は
。

答
弁
　
町
と
県
で
16
地
点
調

査
済
で
、
さ
ら
に
詳
細
な
調

査
を
す
る
が
数
値
は
低
く
、

来
年
の
作
付
け
に
は
影
響
が

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

質
問　

子
ど
も
や
妊
婦
へ
の

対
策
は
。

答
弁
　
15
歳
未
満
の
子
に
は

バ
ッ
チ
式
積
算
線
量
計
を
、

高
校
生
相
当
と
妊
婦
に
は
、

電
子
式
積
算
線
量
計
を
配
布

す
る
。
本
町
の
線
量
か
ら
必

要
以
上
に
過
敏
に
な
ら
ず
通

常
の
生
活
に
支
障
の
な
い
こ

と
を
正
し
く
伝
え
た
い
。

要
望
　
隣
村
で
は
ホ
ー
ル
ボ

デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
全
村

民
の
検
査
が
議
会
で
決
ま
っ

た
。
本
町
で
も
実
現
し
て
欲

し
い
。

質
問　

風
評
被
害
対
策
と
し

て
本
町
の
安
全
性
を
具
体
的

に
数
値
を
出
し
て
、
強
く
ア

ピ
ー
ル
す
べ
き
。

答
弁
　
宮
城
県
か
ら
神
奈
川

県
ま
で
の
市
町
村
の
線
量
分

布
図
で
東
京
都
区
内
と
比
較

し
な
が
ら
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

ま
す
。

質
問
　
震
災
に
よ
る
罹り

さ
い災

家

屋
へ
の
義
援
金
や
見
舞
金
の

給
付
は
。

答
弁
　
被
災
世
帯
に
は
、
日

本
赤
十
字
社
や
中
央
共
同
募

金
会
等
に
寄
せ
ら
れ
た
国
及

び
県
の
義
援
金
の
ほ
か
、
町

民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

義
援
金
の
一
部
を
分
配
し
て

い
ま
す
。

　
国
、
県
、
あ
わ
せ
て
全
壊

世
帯
に
約
1
2
3
万
円
、
半

壊
世
帯
に
64
万
円
、
一
部
損

壊
世
帯
に
修
繕
費
用
の
3
分

の
1
、
上
限
20
万
円
を
助
成

し
、
見
舞
金
は
該
当
す
る
制

度
が
な
く
支
給
し
て
い
ま
せ

ん
。

質
問　

井
戸
水
が
出
な
く

な
っ
た
所
も
多
い
、
井
戸
掘

り
の
60
％
補
助
す
る
村
が
あ

る
が
ど
う
か
。

答
弁
　
本
町
で
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

質
問　

防
災
行
政
無
線
の
難

聴
地
区
の
実
態
と
解
消
策
は
。

答
弁
　
難
聴
地
区
の
解
消
を

図
っ
て
き
た
が
、
解
消
の
方

法
と
し
て
、
エ
リ
ア
や
設
備

の
全
面
的
な
見
直
し
、
戸
別

受
信
局
全
戸
設
置
等
が
考
え

ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
現
設
備
は
耐
用

年
数
が
経
過
し
て
お
ら
ず
、

当
面
、
現
設
備
で
よ
り
効
果

的
な
防
災
情
報
の
伝
達
方
法

を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

瀬
谷
　
京
子
議
員

Q
A
保育施設等の放射線低減化は

園庭、校庭等の表土を入れ替える

一
般
質
問

Q
　
罹り
さ
い災

家
屋
へ
の
支
援
は

A
　
募
金
や
義
援
金
の

　
　
一
部
を
分
配
し
た

▲食品放射線量の測定（公民館）
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Follow-up Report

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
？

一
般
質
問
の
そ
の
後
は

自
治
セ
ン
タ
ー
の
課
題
は

保
育
所
等
へ
の

冷
暖
房
装
置
の
設
置
は

平
成
22
年
9
月
定
例
会
よ
り

❖
「
自
治
セ
ン
タ
ー
の
課

題
は
」
の
質
問
に
対
し

「
運
営
の
安
定
化
や
も
の

づ
く
り
で
、
時
間
を
か
け

て
推
進
す
る
」
と
の
答
弁

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
。

❖　

自
治
セ
ン
タ
ー
が
ス

タ
ー
ト
し
て
２
年
半
が
過

ぎ
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
安

定
化
に
つ
い
て
も
徐
々
に

図
ら
れ
て
き
て
い
る
状
況

で
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
は
、

地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
各
種
事
業
を
推
進
す
る

た
め
、
各
地
区
で
企
画
推

進
委
員
を
委
嘱
し
、
地
域

全
体
が
支
え
る
運
営
協
議

会
を
組
織
し
て
、
そ
の
機

能
化
に
向
け
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
も
の
づ
く

り
」
と
い
う
視
点
か
ら
の

取
り
組
み
も
始
ま
り
地
区

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
活

❖
「
保
育
所
、
児
童
館
へ
の

冷
暖
房
装
置
の
設
置
を
含
め

た
環
境
改
善
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」
の
質
問
に
対
し
、

「
昼
寝
の
た
め
の
部
屋
に
冷

暖
房
設
備
を
設
置
す
る
」
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
は
。

❖
昼
寝
の
た
め
の
冷
暖
房

設
備
が
未
設
置
だ
っ
た
野

木
沢
保
育
所
、
沢
田
児

童
館
の
遊
戯
室
及
び
第
一
、

第
二
保
育
所
の
0
歳
1
歳

児
保
育
室
に
エ
ア
コ
ン
の

設
置
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
で

全
保
育
室
に

エ
ア
コ
ン
を

設
置
し
、
保

育
環
境
の
改

善
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

▲充実した品ぞろえのまちなか朝市（石川自治センター）

▲保育施設のすべての部屋にエアコンが整備（第2保育所）

動
も
、
地
域
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
少
し
ず
つ
進
ん
で
お

り
ま
す
。

　

自
治
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と

し
た
持
続
可
能
な
地
域
自
治

の
仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
、

今
後
も
住
民
の
声
を
反
映
し

な
が
ら
、
そ
の
地
域
に
合
っ

た
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
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▲たくさんの人でにぎわった福島復興祭（東京・浅草寺）

▲工事進ちょくの説明をうける（石川中）

▲石川町の名産品が並んだ交流都市フェア（東京・荒川区）

議会活動報告

　
10
月
22
日
、
風
評
被
害
対

策
委
員
会
の
矢
内
清
一
委
員

長
と
遠
藤
貢
蔵
副
委
員
長
は
、

風
評
被
害
に
伴
う
産
業
支
援

と
し
て
行
わ
れ
た
、
東
京
・

浅
草
寺
の
物
産
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
参
加
し
、
石
川
の
農
産

物
や
加
工
品
を
P
R
し
ま
し

た
。

　
少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば

と
、
多
く
の
方
が
足
を
止
め

て
購
入
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
11
月
12
日
、
総
務
産
業
建

設
常
任
委
員
会
の
渡
邊
實
委

員
長
と
、
矢
内
義
將
副
委
員

長
は
、
防
災
姉
妹
都
市
の
荒

川
区
主
催
「
交
流
都
市
フ
ェ

ア
・
イ
ン
日
暮
里
」
に
参
加
、

り
ん
ご
や
野
菜
ほ
か
町
内
物

産
を
P
R
販
売
し
、
応
援
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
日
暮
里
駅
近
く
に
住
む
本

町
出
身
の
方
に
一
日
中
お
手

伝
い
を
い
た
だ
い
た
り
、
来

場
者
か
ら
激
励
の
声
を
た
く

さ
ん
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
10
月
3
日
、
全
議
員
で
石

川
中
学
校
耐
震
補
強
工
事
の

進
ち
ょ
く
状
況
を
確
認
す
る

た
め
、
石
川
中
学
校
を
視
察

し
ま
し
た
。

　
工
事
は
11
月
末
に
完
成
予

定
で
、
地
震
に
備
え
、
中
学

生
は
安
心
し
て
学
校
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

耐震補強工事を視察
石川中

浅草寺で石川の農産物をPR

荒川区
「交流都市フェア・イン日暮里」に参加　
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ま
す
。

　
議
会
傍
聴
は
、
町
政
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。町

民
の
皆
様
も
、
自
身
が

選
ん
だ
議
員
さ
ん
の
活
躍
が

見
ら
れ
る
、
絶
好
の
機
会
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
議
会
を
傍
聴

し
て
見
聞
を
広
め
、
自
分
の

糧
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

私
は
石
川
町
に
住
ん
で
23

年
に
な
り
ま
す
が
、
町
の
行

政
的
な
こ
と
は
あ
ま
り
わ
か

り
ま
せ
ん
。「
広
報
い
し
か

わ
・
議
会
だ
よ
り
」
で
し
か

知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
そ
れ
を
知
る
に

は
、
議
会
傍
聴
し
か
な
い
と

思
い
、
時
間
の
許
す
限
り
議

会
を
傍
聴
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

熱
意
を
も
っ
て
討
議
す
る

様
子
は
議
場
で
し
か
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

町
議
選
の
あ
と
の
9
月
20

日
の
臨
時
会
は
、
定
例
会
と

は
違
っ
た
雰
囲
気
の
中
で
、

議
長
・
副
議
長
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

立
候
補
者
の
所
信
表
明
が

行
わ
れ
、
投
票
立
会
人
は
今

回
初
当
選
さ
れ
ま
し
た
二
人

の
議
員
さ
ん
で
、
初
め
て
の

大
役
に
緊
張
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
常
任
委
員
会

委
員
の
選
出
も
あ
り
、
初
議

会
と
言
わ
れ
る
4
年
に
一
度

の
臨
時
会
を
傍
聴
し
、
至
福

の
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
9
月
の
定
例
会
の

一
般
質
問
を
傍
聴
し
ま
し
た

が
、
登
壇
者
は
4
人
。
町
執

行
部
と
の
言
葉
を
尽
く
し
て

の
質
疑
に
は
、
圧
倒
さ
れ
る

思
い
が
し
ま
す
。

た
だ
、
い
つ
も
傍
聴
し
て

感
じ
る
の
で
す
が
、
同
じ
内

容
の
質
問
は
、
時
間
の
無
駄

で
す
の
で
、
議
員
同
士
で
調

整
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

質
問
時
間
を
有
効
に
使
っ

て
、
町
に
対
す
る
た
く
さ
ん

の
質
問
を
し
た
方
が
、
行
政

運
営
に
反
映
さ
れ
る
と
思
い

　
コ
メ
の
放
射
性
物
質
の
検

査
結
果
は
、「
不
検
出
」
で

出
荷
可
能
と
な
り
、
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
農
産

物
も
安
全
が
確
認
さ
れ
、
今

後
販
売
促
進
に
努
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
町
議
会
は
9
月
の
改
選
で

新
人
2
人
を
迎
え
、
新
体
制

で
町
民
の
負
託
に
応
え
る
べ

く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　「
議
会
活
性
化
推
進
委
員

会
」
と
「
震
災
及
び
風
評
被

害
対
策
委
員
会
」
は
継
続
し

て
設
置
し
、
課
題
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
9
月
定
例
会
に
お

い
て
「
議
会
だ
よ
り
」
発
行

に
係
わ
る
議
会
広
報
編
集
特

別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
よ
り
親
し
ま
れ
る
広
報
誌

を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　

委
員
長　

瀬
谷
　
京
子
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石
川
町

議
会
だ
よ
り 議

会
を
傍
聴
し
て

塩
沢
字
割
田
作　

藤
原
　
良
子

県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
10
月
27
日
、
ユ
ラ
ッ
ク
ス

熱
海
で
開
か
れ
た
、
県
町
村

議
会
議
員
研
修
会
に
議
員
全

員
が
参
加
し
、
「
二
元
代
表

制
と
議
会
の
価
値
」
、
「
こ

れ
か
ら
の
政
局
と
政
治
は
ど

う
な
る
」
を
研
修
し
ま
し
た
。

佐
藤
栄
佐
久
氏
の
講
演

　
石
川
地
方
町
村
議
会
議
員

研
修
会
が
、
11
月
7
日
玉
川

村
で
開
か
れ
、
参
加
し
た
議

員
は
、
前
福
島
県
知
事
の
佐

藤
栄
佐
久
氏
か
ら
「
原
子
力

問
題
と
地
方
自
治
」
に
つ
い

て
の
講
演
を
聴
講
し
ま
し
た
。

▲県町村議会議員研修会（郡山市熱海町）
▲前福島県知事の講演を聴く（玉川村）

議
会
を
傍
聴

し
ま
し
ょ
う

　
12
月
定
例
会
「
一
般
質
問
」
は

　
12
月
12
日
の
予
定
で
す
。


